
    学校は小さな社会です         校 長   清水 修  

         新たな学年がスタートし、２ヶ月が過ぎようとしています。子ども達は、新しい 

友達、担任、教室、学習にも慣れ、元気に学校生活を送っています。 

         さて「学校は小さな社会」です。学校も社会（大人になってから）も、きまりや  

ルール、いわゆる法律、法規等に守られ、幸せな生活を送ることができているということを 

全校朝会時に子ども達に向け話しました。子ども達に身近な「交通ルール」も例に挙げ、勝手

に車道を歩いたり、信号を無視したり、自転車に乗るときにはヘルメットをかぶらなかったり、飛び出し

をしたらどうなってしまうのだろうということも考えてもらいました。現在も学校のルールや約束も何で 

あるのだろうと子ども達に問いかけ、「きまり・ル－ル・約束等は私達を幸せにする」ということ、 

「学校で許されないことは社会（大人になってからも）でも許されない。社会で許されないことは学校で

もゆるされません。」ということを伝えました。三尻っ子達が健全に成長していくためには保護者、地域

の皆様のお力が必要です。今後とも引き続き本校教育活動へのご理解・ご協力をお願いいたします。 

子ども達たちのため教職員一丸となって教育活動を今月も進めてまいります。 

    大切な命を守る ～救命救急法研修～    R7.5.19（月） 
  
子供たちの大切な命を守るため、佐藤教諭、櫻井教諭、長沼教諭、磯野養護教諭を講師に、学年学級委員の保

護者の方にも参加していただき校内研修を行いました。胸骨圧迫とＡＥＤを使用した救命方法について研修す

るとともに、本校で作成しているアクションカード（事故発生時の職員の行動指標カード個々の役割に対する

具体的な指示が書き込まれている）についても確認を行いました。今後、高学年の児童も学習する予定です。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
       令和７年度  ６月号  Nｏ.３   

     

学年学級委員さんの感想   
      
○ 昨年、別の場所で初めて AED、心肺蘇生法を体験しましたが、１度習っただけではすぐに 

使うことはなかなか難しいなと実感しました。今回また、講習を受け、学ばせてもらい実際 
にこのような事が起ったときに、自信につながると思いました。 

 
○ 校長先生の貴重な体験談や、他の学校での実例動画の視聴により心肺蘇生法が必要になる状況 

は誰にでも起こりうるし、それは突然にやってくることだと改めて認識できました。子どもが 
スポーツ少年団に所属しているということもあり、いざというとき躊躇することなく行動できる 
ように「熊谷市救命講習会」「救命サポートアプリ」なども積極的に活用しようと思います。 
また、先生方がこのような講習会で研鑽を積まれていることに心強さを感じました。 

 
〇 講習を受けて、胸骨圧迫の交代する時が難しいと感じました。何度か講習を受けてきましたが、 

忘れてしまったこともある ので定期的に講習を受けること、正しい知識を持つこと、怖がら 
ず行動することが大切だと改めて思いました。貴重な機会をありがとうございました。 

 
○ 胸骨圧迫が想像以上に力が必要だということに驚きました。いざという時のためにも慌てず、 

冷静に行動したいと思いました。 
 
○ 実際に胸を両手で押したところ、思ったよりも強い力が必要であるということがわかりました。 

また、普段から学校生活の中で、児童が倒れた場合、先生方の声のかけ方、命をつなぐリレーがとても大切であると感じ
ました。教室や廊下などで児童に救命が必要になった場合を想定して、実際にシュミレーションしていくことも大切だと
わかりました。とても勉強になりました。 

〇 心肺蘇生法、ＡＥＤの実技体験をさせていただき、想像以上に力が必要で、絶え間なく続けることの重要性を学びました。 
いざという時の備えを先生方が真剣に学んでいる様子も見られて安心して子どもを預けられると感じました。 

 

 昨年度体育館にＡＥＤ
を新たに常備致しまし
た。 
夜間・休日の学校施設
開放の際、万が一の場合
にも使えるようにしま
した。 

学校への連絡は  
 
電話連絡 

０４８-５３２-３６５９ 

 朝：午前７時３０分～ 

 夕：午後６時まで 

休日・緊急連絡用携帯 

０７０-１３００-８８４９ 
 

ご理解ご協力お願いします 

お忙しい中、ご参加いただきありがとうございました。 



PTA会長あいさつ   新井俊介 
  

 この度、令和 7年度 PTA会長を務めさせていただくこと

となりました。日頃より PTA活動にご理解とご支援を賜り

ます保護者の皆様、そして子どもたちを日々温かく見守っ

てくださる地域の皆様に、心より感謝申し上げます。皆様

の温かいご支援が、子どもたちの健やかな成長を力強く支

えていると強く感じています。 

 PTA 活動は、子どもたちが安全で豊かな学校生活を送れ

るようにすることを目的としています。これまでの良い活

動は大切に継承しつつ、同時に時代の変化に合わせた改善

にも積極的に取り組んでいきたいと考えております。保護

者の皆様のご負担を少しでも軽減し、より多くの方が無理

なく、そして楽しく PTA活動に参加できるような運営を目

指して、役員一同、力を合わせてまいります。 

何よりも、私たちの活動の根底にあるのは 

子どもたちの笑顔です。皆様のご支援、 

ご協力のもと、子どもたちが安心して学び、 

のびのびと成長できる環境を共に作り上げ 

ていきたいと願っています。至らない点も 

多々あるかと存じますが、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

新くまなびスクール（放課後）が始まりました 
  

 放課後に４年生以上の希望者を対象に行っている「新く

まなびスクール」が始まりました。今年度も引き続き、図

書室にて「わかった！できた！」という学ぶ喜びを味わわ

せるとともに、読み解く力や説明する力も身に付けさせる

ことを目標として取り組んでいます。学習の基礎基本の定

着はもちろん、仲間と関わり合いながら教えたり考えたり

することも学習のよさとしてとらえています。 

保護者の迎えが基本となりますので、16:50にはお迎え

をよろしくお願いいたします。 

眼科検診の結果 ～目も成長期です～ 
 

昨年度もお知らせしましたが、コロナ禍の中、 

スクリーン時間が増えたことが影響してなのか、 

外斜位（外斜視の一歩前）の児童が多くなっている傾向

が見られるそうです。近くの光を凝視することに目が適

応しようとしている結果であり、１０歳くらいまでは眼

球が成長する大切な時期ですので注意が必要です。眼球

が正しい位置にならず視力が落ちたり、文章を読む時に

行を目で追うことが難しくなったりするとともに、目の

疲れから頭痛になったりもするそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行 事 等 の 予 定 

 １ 日  

 ２ 月 校外水泳指導３年① 

放課後陸フェス練習（６年） 

 ３ 火 陸上フェスティバル(6年生) SC来校 

 ４ 水 校外水泳指導２年①  委員会活動 

 ５ 木 本とのふれあい読み聞かせ会（３年） 

 ６ 金 校外水泳指導１年①  SSW来校 

くまなび  5年生歯みがき大会 

 ７ 土 ＰＴＡ運営委員会 9：00 

 ８ 日  

 ９ 月 校外水泳指導３年② 

10 火 陸上フェスティバル（予備日） 

新体力テスト(1・6年) 全校朝会   

11 水 新体力テスト(3・5年) 

全学年 5時間授業 

12 木 新体力テスト（２.４年） 

本とのふれあい読み聞かせ会 ２年 

13 金 校外水泳指導１年②  くまなび 

14 土  

15 日  

16 月 校外水泳指導３年③ 

17 火 人権教室 1～6年（1～3時間目） 

18 水 校外水泳指導２年② クラブ活動 

19 木 まちたんけん（2年） 

耳鼻科検診 13:30 

20 金 交通安全パトロール ５年社会科見学 

校外水泳指導１年③ くまなび 

21 土  

22 日 おやじ倶楽部「お田植え祭」11：00 

23 月 校外水泳指導３年④ 

24 火 音楽朝会 JRC活動（業間） 租税教室 

25 水 校外水泳指導２年③ 

全学年 5時間授業 

26 木 まちたんけん（2年：予備日） 

たてわり結成集会 

27 金 校外水泳指導１年④  くまなび   

環境衛生検査 13:30～ 

28 土  

29 日  

30 月 地域巡回資源回収 

６  

予定を変更する こ ともあ り ま す 


